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人口と世帯の動き － 2 月１日現在－
(  ) 内は前月比

人口 　111,719 人  男  54,184 人  女 57,535 人  世帯数 46,447 世帯
前月比 ( 194 人減 )  　( 138 人減 )   ( 56 人減 )      　 ( 72 世帯減 )
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くらしの情報をお届け！
音声・動画【手話・字幕】で

あかしあ台には多くの公園があります。か
つては、雑草が生い茂り、美観が悪く、
防犯面でも不安を感じていました。そん
な中、この協定をきっかけに地域で除草
作業をすることに。でも、やってみるとこ
れがかなり大変。草の多い夏は暑く、機
械を借りたり刈った草を運ぶのも一苦労。
何より、予定を合わせて集まるのが難し
いんです。それでも何とか協力し合い、
取り組みが定着してきました。また今年
度から、立派な遊具が雑草で覆い隠され
ていたあかしあ台緑地も手掛けることに。地域広報 ｢ まち協ニュース ｣ で
協力を呼びかけると、今まで活動に参加したことのない多くの人が集まっ
てくれました。｢ 地域の公園を自分たちで守りたい ｣ という想いを持った人
がこれだけいたということですよね。その想いがこうしてカタチになって

いることが嬉しいです。大変なこともありま
すが、作業中にお茶を持ってきてくれる人が
いたり、地域に関わる団体の情報共有を図る
こともでき、互いの理解につながっています。
地域にある公園を ｢ 宝物として輝かせられる ｣
か ｢ 宝の持ち腐れ ｣ としてしまうのか、それは
地域に住む ｢ 自分たち ｣ 次第だと思っています。

｢ 自分たちでできることは、自分たちで ｣
― その想いはあるものの、｢ 本当に自分
たちで公園の手入れを続けられるのか ｣
とはじめは不安の声もありました。そこ
で行われた ｢ 試し刈り ｣ 。15 人ほどが
集まり、｢ これなら自分たちでもできそ
う！ ｣ の一声が。そこから徐々に皆さん
の理解を得て、自治会の全面的な協力の
もと連携して取り組むことができるよう
になりました。今では、作業後にお茶を
飲みながらわいわいと話をするのも楽し

みです。公園がきれいになるだけじゃなく、こうした時間の中で新たな交
流や活動のきっかけも生まれています。何より、きれいになった公園で子
どもたちが楽しそうにサッカーをしたり、遊ぶ姿を見るとやっぱり嬉しくて。
｢ 誰だって、助けてもらう時が来る、できる今、助けあえる喜びを ｣ ― 開始
から１年以上が経過した今も参加者が増える
など、そうした意識が地域で広がっているこ
とを感じます。助け合いは、相手だけでなく、
自分自身の生きがいや喜びにつながる。だか
ら大変な作業も、楽しんで続けられるんです。
これからも大好きな三田、大好きな弥生が丘
をみんなの力でより良くしていきたいです。

笹
ささくら

倉 延
のぶまさ

理 さん

弥生が丘自治会
会長

福
ふ く い

井 裕
ひろし

 さん

弥生まちづくり
協議会 会長

除草作業に取り組んでいる地域に、苦労話や取り組んでよかったこと、地域での意識や行動の変化などについてお話を伺いました。

　
三
田
市
に
は
、
１
６
０
カ
所
を

超
え
る
た
く
さ
ん
の
公
園
が
あ

り
ま
す
。
現
在
、
市
内
で
は
公
園

を
み
ん
な
の
場
所
と
し
て
大
切

に
守
り
、
育
て
る
活
動
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
公
園
の
清
掃
活

動
な
ど
の
軽
易
な
作
業
は
地
域

で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度

か
ら
は
、
新
た
に
機
械
を
使
っ
た

除
草
作
業
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
今
で
は
49
カ
所
の

公
園
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 岡
おかむら

村  佳
よしたか

高  さん

あかしあ台小学校区まちづくり
連絡協議会 会長

あなたの地域でも！
～協定団体募集中～

新たに公園の除草作業に取り組むまちづくり協議会や区・自治会などの地域

団体を募集しています。協定の概要など、詳細はお問い合わせください。

問い合わせ＝公園みどり課

( 559-5110 FAX 559-7130 )

Interview

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
の
団

体
が
、
公
園
の
維
持
管
理
に
係
る

市
と
の
協
定
制
度
を
活
用
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
市
は
、

作
業
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を

支
援
し
な
が
ら
、
除
草
機
械
の
貸

し
出
し
や
刈
っ
た
草
の
回
収
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
あ
る
身
近
な
公
園
を
、

地
域
の｢

庭｣

の
よ
う
に
、
皆
さ

ん
で
守
り
育
て
る
こ
と
で
、
も
っ

と
身
近
で
使
い
や
す
い
公
園
に
。

ぜ
ひ
、
こ
の
取
り
組
み
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

 

ー 

学
校
か
ら
地
域
へ
、

              

世
代
を
超
え
て 

ー

　

２
月
２
日
、
市
内
の
学
校
に
通
う
20

人
の
高
校
生
が
参
加
し
て
、
市
議
会
議

場
で
５
回
目
の｢

高
校
生
議
会｣

が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
議
論
の
特
徴

の
一
つ
と
し
て
、
主
権
者
教
育
に
関
す

る
質
問
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
質
問
に
対

し
、
私
は
、
①
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
ま

ち
を
知
り
愛
着
を
持
つ
こ
と
か
ら
は

じ
め 

②
視
点
を
広
げ
て
民
主
主
義
や

民
主
政
治
の
基
本
的
な
考
え
方
を
学

び 

③
世
代
や
価
値
観
が
異
な
る
相
手

の
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
相
手
に
自

分
の
考
え
を
伝
え
な
が
ら
、 

全
体
の

意
見
を
ま
と
め
て
い
く
経
験
を
多
く

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
の
主
権
者
教
育
の
基

本
で
は
な
い
か
と
答
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
自
分
た

ち
若
者
が
地
域
で
一
定
の
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
い
う
提
案
が
多
く

あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え

ば
、｢

中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
集
う

全
世
代
議
会
の
創
設｣

や｢

子
ど
も
や

若
者
が
得
意
な
こ
と
を
高
齢
者
に
教

え
る
教
室
の
実
施｣

な
ど
の
提
案
で
す
。

　

高
校
生
自
身
が
主
権
者
教
育
の
重

要
性
を
認
識
し
な
が
ら
、
地
域
の
中
で

主
体
的
に
活
動
し
た
い
と
い
う
思
い
を
、

私
た
ち
大
人
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
三
田
の
未
来

を
担
う
若
者
た
ち
が
、
学
校
の
中
だ
け

で
な
く
地
域
に
飛
び
出
し
て
、
世
代
を

超
え
た
つ
な
が
り
の
中
で
民
主
主
義
を

体
験
し
な
が
ら
、
地
域
を
元
気
に
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

三田市長 森 哲男

市
長
の｢

ほ
っ
と
ト
ー
ク｣

森
の
ひ
と
言


